2013年4月16日
支部会員の皆様
第１回　グローバルカフェ　丸の内講座
シリーズ「国際情勢を読む」　米中新時代：日本は何をすべきか
拝啓
　うららかな春日和となって参りました今日この頃、支部会員の皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
さて、本日は、関西学院大学グローバル・ポリシー研究センターと丸の内講座の特別企画『グローバルカフェ　シリーズ「国際情勢を読む」』のお知らせです。今回は、「米中新時代：日本は何をすべきか」と題して開講致します。下記の通りご案内申し上げます。お申し込みをお待ちしております。
敬具
記
日　程：　5月11日（土）
時　間：　14:00～16:30　（講演60分、ディスカッション60分、等）
受講料：　3,000円
定　員：　80名（先着順）
会　場：　東京丸の内キャンパス「ランバスホール」
内　容：日米中3カ国を取り巻く環境は複雑化・多彩化しています。尖閣諸島問題、北朝鮮問題、エネルギー問題、経済連携論議、テロ対策など、各般のイシューにおける3カ国の関係性は一様に語れるものではなく、単純な友好・対立の構造で捉えることは困難になっています。21世紀の覇権を争う米中両国と、その両国を見ながら経済と外交安全保障の再構築に取り組む日本。多彩な国際情勢のなかで、政府、民間、そして個々人がどう考えどう行動していくべきか。本シンポジウムを通して皆様と考えていきたいと思います。
講　師：春名 幹男
早稲田大学大学院政治学研究科Jスクール客員教授、元共同通信社特別編集委員
ディスカスタント：小池 洋次
関西学院大学総合政策学部教授、関西学院大学グローバル・ポリシー研究センター長、元日本経済新聞社論説副委員長
モデレーター：間中 健介
関西学院大学グローバル・ポリシー研究センター客員研究員
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